
令
和
４
年
度　

一
般
会
計
予
算

弥
富
市
部
設
置
条
例
及
び

弥
富
市
農
政
推
進
協
議
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

自
由
通
路
新
設
に
係
る
工
事
協
定

及
び
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て

弥
富
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
弥
富
市

一
般
会
計
補
正
予
算

請
願
第
１
号

駅
の
橋
上
化
は
鉄
道
会
社
に
任
せ
、

市
政
の
進
め
方
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願
書

請
願
第
２
号

県
立
高
校
統
廃
合
に
つ
い
て

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

議
案
質
疑

議
案
質
疑

重
点
配
分
し
た
施
策
は
。

自
由
通
路
関
連
予
算
を
始

め
、
子
育
て
施
策
、
道
路
維
持

事
業
等
の
施
策
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
前

年
度
予
算
に
比
べ
半
分
に
な
っ

て
い
る
が
。

財
源
不
足
額
は
、
税
収
、

交
付
金
、
公
債
費
の
増
減
の
影

響
を
勘
案
し
、
8
億
5
5
0
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

市
民
生
活
部
が
担
当
し
て

い
る
「
商
業
及
び
工
業
に
関
す

る
こ
と
」
を
建
設
部
に
移
行
さ

せ
る
理
由
は
。

建
設
部
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
産
業
3
部
門
を
一
体
で
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た

め
。

J
R
及
び
名
鉄
が
積
算
し

た
協
定
金
額
等
の
内
訳
の
精
査

を
行
っ
た
か
。

国
交
省
と
鉄
道
事
業
者
で

確
認
さ
れ
て
い
る
「
公
共
事
業

に
お
け
る
鉄
道
委
託
工
事
を
行

う
場
合
の
透
明
性
確
保
の
徹
底

に
関
す
る
申
合
せ
」
に
従
い
、

鉄
道
事
業
者
か
ら
必
要
書
類
の

提
出
を
受
け
、
確
認
し
て
い

る
。

子
育
て
世
帯
の
軽
減
な
ら

ば
、
均
等
割
の
5
割
で
は
な

く
、
全
額
免
除
で
き
な
い
か
。

な
ぜ
18
歳
ま
で
で
は
な
く
、
未

就
学
児
ま
で
な
の
か
。

市
独
自
で
軽
減
割
合
や
対

象
年
齢
を
拡
充
す
る
と
、
決
算

補
填
目
的
と
な
る
た
め
、
被
保

険
者
の
負
担
と
な
り
考
え
て
い

な
い
。

財
産
管
理
費
の
基
金
積
立

金
の
配
分
の
考
え
は
。

減
債
基
金
積
立
金
は
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
将
来
の
償
還

金
財
源
と
し
て
、
公
共
施
設
整

備
基
金
積
立
金
は
、
長
寿
命
化

改
良
工
事
等
の
財
源
と
し
て
、

そ
れ
以
外
は
、
最
終
調
整
し
た

金
額
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
る
。

市
税
は
当
初
予
算
と
比

べ
、
な
ぜ
6
億
円
も
増
え
て
い

る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
大
き
く
減
収

す
る
と
見
込
ん
だ
が
、
実
際
に

は
大
き
な
減
収
に
な
ら
な
か
っ

た
。

請
願
者
：
J
R
・
名
鉄
弥
富
駅

問
題
を
考
え
る
市
民
の
会

♦
請
願
事
項

鉄
道
事
業
者
が
事
業
主
体
と

な
る
事
業
と
し
て
鉄
道
会
社
に

任
せ
、
弥
富
市
は
支
援
す
る
立

場
に
な
る
こ
と
。
行
政
の
点

検
・
評
価
の
厳
密
化
、
市
民
へ

の
説
明
、
意
見
聴
取
、
合
意
形

成
を
行
う
こ
と
。

請
願
者
：
愛
知
県
高
等
学
校
教

職
員
組
合
尾
南
支
部

♦
請
願
事
項

弥
富
地
区
の
県
立
高
校
統
廃

合
に
つ
い
て
、
地
域
や
学
校
現

場
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
そ
の

意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
す

る
こ
と
。
海
翔
高
校
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
。
以
上
二
項
に
つ
い

て
県
に
対
し
て
の
意
見
書
を
採

択
す
る
よ
う
求
め
る
。

3
月
定
例
会
は
、
2
月
24
日
か
ら
3
月
23
日
の
28
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
市
長
よ
り
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
4
年
度
6
会
計
の
当
初
予
算
、
関
西
本
線
弥
富

駅
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
工
事
の
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
、
弥
富
駅
自
由
通
路
新
設
に
係
る
鉄
道
施
設
整
備
に
関
す

る
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て
を
は
じ
め
24
議
案
、
駅
の
橋
上
化
は

鉄
道
会
社
に
任
せ
、
市
政
の
進
め
方
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願

書
、
県
立
高
校
統
廃
合
に
つ
い
て
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

願
書
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

14
日
の
議
案
質
疑
に
は
5
人
が
質
疑
し
、
そ
の
後
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
行
為
を
断
固
非
難
す
る
決
議
に

つ
い
て
の
発
議
を
追
加
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
3
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
16

号
）
、
令
和
4
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

が
追
加
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
議
案
を
行
財
政
委
員
会
に
付

託
、
審
査
し
、
26
議
案
全
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願
2
件

は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
令
和
3
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
17
号
）
が
追
加
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
発
議
3
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
弥
富
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
と
、
弥
富
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

は
全
会
一
致
で
可
決
、
地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
財
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
審
査
内
容
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
本
会
議
初
日

本
会
議
初
日

本
会
議
最
終
日

本
会
議
最
終
日

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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